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・化学物質の管理を徹底します｡

制定：2010/11/1
改定：2021/6/1

　　　　　　　　　　　豊栄建設株式会社
　　　　　　　　　　　代表取締役　森　善和

1　　　　　　　環境経営方針

環境理念

行動指針

　当社は、「母なる琵琶湖を大切に！」「きれいな河川を守ろう！」をモッ
トーに、環境保全が最重要課題の一つであることを認識し、事業活動において
環境に配慮した、地球に優しい循環型社会の構築に貢献します。

この環境方針は全従業員に周知、徹底します。

　当社は、滋賀県湖北地域を拠点に滋賀県全域における建設業全般（主に舗装
工事、土木工事、石工事）に工事を施工させて頂いております。この事業活動
における環境への影響を理解し、地球環境保全が重要課題と認識し、従業員と
協力し、エコアクション21環境経営システムを構築運用し、継続的改善と汚染
の予防に努め以下の事項について自主的、積極的に取り組みます。

環境関連法規等を遵守します。

当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

・事務所での電気使用量及び建設現場での重機車両等、燃料使用量の削減に努
めます。

・事務所、建設現場の廃棄に関して、分別を積極的に実施することにより建設
リサイクルを推進し、廃棄物の削減に努めます。

・環境活動の地域貢献を推進します。

・建設現場から排水する水の汚染、汚濁を防止し、事業所での節水に努め、
　水の使用量の削減に努めます。

・施工で使用する建材(ｱｽﾌｧﾙﾄ､砕石)のﾘｻｲｸﾙ製品使用を推進します。

・環境に配慮した施工を推進します。
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2 組織の概要

事業者名及び代表者名

豊栄建設株式会社

代表取締役　森　善和

創　業 昭和51年2月1日

所在地 本社 〒526-0105　滋賀県長浜市細江町４２７番地

資機材置場①（倉庫） 〒526-0105　滋賀県長浜市細江町太田

資機材置場②（土場） 〒526-0105　滋賀県長浜市細江町有常

許可番号

建設業の種類

許可番号

建設業の種類

産業廃棄物収集運搬業　　許可番号　第 2500120016 号　(自社の収集運搬業のみ）

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）
環境管理責任者　代表取締役　森　善和

連絡担当者　総務部：伊藤　洋子

連絡先

電話： 0749-72-3035

ＦＡＸ： 0749-72-3358

メール：    hoei@hoei.cc

   当社は、昭和５１年に設立し、舗装工事・土木工事・石工事をメイン工事とした
総合建設業者であります。
   小規模ではありますが、１級土木施工管理技士・１級舗装施工管理技術者・
　１級建設機械施工技士・1級造園施工管理技士・2級建設業経理士、登録機械土工基幹技能
者の資格者がおり、
　２００３年には「ISO9001：2008」を認証取得、常に顧客に信頼され、丁寧な満足を得られる製
品を提供するため日々努力しております。また創業当時から環境にはこだわりを持っており、環
境美化に率先して取組み、緑を増やす運動（植樹）もしております。

土木工事業　　とび・土工工事業　　舗装工事業

滋賀県知事　許可（特－２９）　第６０１８２号

滋賀県知事　許可（般－２８）　第６０１８２号

石工事業
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事業の規模2022年度
売上高 307 百万円／2022年度　
工事件数 143 件／2022年度　
（当社の事業年度：6月1日から翌年5月31日）

事業組織 （令和4年6月1日現在）
面積：㎡ 本社

事務所床面積 225
事務所前倉庫床面積 184
駐車場面積 600
資機材置場面積①（倉庫） 592
資機材置場面積②（土場） 1790
従業員 名 16
認証・登録 全社・全活動

過去3年間の環境負荷の実績
単位 2020年 2021年 2022年

ｋg-CO2 94,062 123,035 98,562
ｔ 929 4,191 1,329

㎥ 120 120 168

※購入電力の排出係数は、0.334kg-CO₂/kWhとする（関西電力2018年度　調整後排出係数）

※二酸化炭素の排出量には目標に掲げていないLPGが含まれている。

エコアクション21登録範囲
　　　・対象事業場：　　本社、倉庫、土場
　　　・事業活動：　　　舗装工事業、土木工事業、石工事業（石製品販売）、とび・土工工事業　　

廃棄物の排出量
水の使用量、排水量

二酸化炭素の排出量
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滋賀県優良工事表彰　土木部門　土木交通部長賞　受賞
平成20年度　第27-23号
栗東志那中線道路補修工事
地先：栗東市下鈎
工期：H21.1.28～21.3.25

滋賀県優良工事表彰　土木部門　土木交通部長賞　受賞
平成26年度　第B181-3号
途中志賀線補助道路修繕工事
地先：大津市伊香立下龍華町他
工期：H26.8.27～26.12.26

滋賀県優良工事表彰　土木部門　土木交通部長賞　受賞
平成27年度　第C663-1号
湖北長浜線補助道路修繕（舗装修繕）工事
地先：長浜市相撲町
工期：H27.7.7～27.9.18

滋賀県優良工事表彰　土木部門　土木交通部長賞　受賞
平成27年度　第E601-9号
木之本長浜線補助道路整備工事
地先：長浜市野寺町
工期：H28.3.28～28.12.15

滋賀県優良工事表彰　土木部門　土木交通部長賞　受賞
平成28年度　第B171-1号
国道367号補助道路修繕工事
地先：大津市葛川下坂町
工期：H29.3.7～29.7.26
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3 EA2１実施体制組織図 作成日： 2022年4月3日

作成者： 伊藤洋子

全従業員
①環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表取締役

⑥環境経営レポートの承認

⑥環境経営レポートの照査

環境管理責任者

総務部

⑨環境経営レポートの作成

③環境管理責任者を任命する。

④環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直し・指示を実施する。

⑥ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③法規制等の遵守状況をチェックする。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

取締役　会長

総務部 営業・工務部

小林　里美 辻田　尚良

森　善昭

代表取締役

森　善和

森　善和

環境管理責任者

伊藤　洋子

他　7名

工事現場代理人

小田　啓司

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧特定された緊急事態に対する項目の手順書のチェック・訓練の実施。

他2名

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。
担　　当 内　　　　　　容

役割、責任及び権限一覧

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

工務部・現場

営業・工務部・
工事現場代理人

④環境経営方針及び自己チェック等に基づき環境目標を設定し、作成された環境経営計画を確認し承認
する。
⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。

⑧特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

④環境経営計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ報告する。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。ＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

②問題点の発見、是正、予防処置。

①環境経営目標及び環境経営計画の実施。

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。
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4 環境目標とその実績

次年度 中長期

年度
2019年度
（基準年）

2023年度 2024年度

単位 （実績） （目標） （実績） 評価 （目標） （目標）

目標･基準年度比
達成率 100% 98% 106% 97% 96%

消費量 9,007 8,827 9,521 8,737 8,647

(kg-CO₂) 3,008 2,948 3,180 2,918 2,888

目標･基準年度比
達成率 100% 98% 88% 97% 96%

消費量 13,749 13,474 12,087 13,337 13,199

(kg-CO₂) 31,898 31,260 28,042 30,941 30,622

目標･基準年度比
達成率 100% 98% 123% 97% 96%

消費量 17,607 17,255 21,617 17,079 16,903

(kg-CO₂) 45,426 44,518 55,772 44,063 43,609

目標･基準年度比
達成率 100% 98% 87% 97% 96%

消費量 4,399 4,311 3,819 4,267 4,223

(kg-CO₂) 10,954 10,734 9,508 10,625 10,515

目標･基準年度比
達成率 100% 98% 106% 97% 96%

(kg-CO₂) 91,286 89,460 96,502 88,547 87,634

％ 124%

(kg-CO₂/百万円)
254 314

99.7% 80% 99% 80% 80%

％ 99% 108% 98% 97%

(㎥/年) 156 154 168 153 151

％

(kg/年) 全工事 全工事 全工事実施 全工事 全工事

％

(以上/年)

％ 125%

(以上/年) 12 14 15 14 14

目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

5

LPGは二酸化炭素排出量が全体の2％以下であり、目標には設定しない。（排出量には含める）

環境経営方針 目標

ガソリン消費
量の削減
（単位：L)

軽油消費量の
削減

（単位：L)
建設現場

灯油消費量の
削減

（単位：L)

二酸化炭素排
出量削減

2022年度
（取組年）

（削減率は基準年比）

電力消費量の
削減

（KWh）

産業廃棄物の削減
リサイクル率

向上

水使用量削減

％

二酸化炭素排出量削
減

売上高原単位

再生資材購入

環境に配慮した工法
環境に配慮し
た建設機械使

用

水道水の削減

グリーン購入

地域環境保全活動の
推進

廃棄物排出量は、建設現場からの廃棄物に対しての総排出量で管理する

購入電力の排出係数は、0.334kg-CO₂/kWhとする（関西電力2018年度　調整後排出係数）

〇
地域の美化活
動等に参加

上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取り組む

水使用量については、事務所、作業所における水使用量の削減について実施する

グリーン購入は、当面事務用品について取組む

　２０１９年度を基準値として、２０２４年度までの目標を下記の通り設定し、環境活動に取り組んでいます。　尚、この
レポートでは、２０２２年度の運用実績について取りまとめました。

目標は設定しない

　評価：〇達成　　△まあまあ達成　×未達成

×

〇

×

〇

×

〇

×

〇
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5 環境活動計画

取組の紹介やアピール事項など

水使用量削減 水道水の削減

廃棄物
① 使用済みコピー用紙を再利用する。
②無駄な資機材を購入しない。
③ 廃棄物を分別し、リサイクルを徹底する。（廃品回収への協力や回
収業者に持ち込む。）

全体

総務部

① 水を流しながら洗わない。　（洗車時等）

①美知メセナ等美化活動をする

工務部
総務部

工務部環境に配慮した工法

地域の美化活動
等に参加

地域環境保全活動の
推進

　①雨どいからの雨水を防火用非常水として、貯めています。

  ②地域環境美化：防火水槽「池」と兼ねて「藤棚」を設置しています。
　　　　　　　　　空地に木（桜や栗の木）等植樹して緑を増やす運動をしています。
　③事務所内では空気を浄化する植物を育てています（名:トラの尾:サンスベリア　は、
　　電磁波カットの役目もあるそうです　）

目標 責任部門・担当者活動計画の内容

低燃費、低騒
音・低振動型の
建設機械の使用

①低燃費、低騒音・低振動型の建設機械の100%使用

リサイクル率向
上産業廃棄物の削減

③「社内グリーンカーテン」②「池」：防火水槽①「雨水」：貯水

工務部

電力消費量の削
減
（KWh）

二酸化炭素排出量削
減

総務部

ガソリン消費量
の削減
（単位：L)

軽油消費量の削
減
（単位：L)
建設現場

灯油消費量の削
減
（単位：L)

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季2８℃±１℃）

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ 環境に配慮した稼働

③ ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃）

環境経営方針
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6 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（目標） （実績）
％ 98% 106%

消費量 8,827 9,521

(kg-CO₂) 2,948 3,180

％ 98% 88%
消費量 13,474 12,087
(kg-CO₂) 31,260 28,042

％ 98% 123%
消費量 17,255 21,617
(kg-CO₂) 44,518 55,772

％ 98% 87%
消費量 4,311 3,819
(kg-CO₂) 10,734 9,508

％ 98% 106%
(kg-CO₂) 89,460 96,502

％

(ｔ/年) 80% 99%

％ 99% 108%
(㎥/年) 154 168

％

(kg/年) 全工事 全工事で実施

件数
(件/年) 14 15

次年度の主な取組内容

二酸化炭素排出
量削減

軽油消費量の削
減
（単位：L)
建設現場

産業廃棄物の削減

取組の評価

継続的に社内、節電は意識的に出来て
いるが、使用していなかった２階の部屋
をコロナ過で使用するようになり、暑い時
期と降雪時のエアコン使用も重なり消費
量の増加の原因が考えられる

担当責任者環境経営方針

2022年度
（取組年）

（削減率は基準年比）

総務部

　・継続的に、個人個人が意識的に節水・節電に取り組む。

　・エコドライブに取り組む
　・今以上に、再生品の利用を促進しリサイクル率の向上を目指す。
　・今以上に、環境に配慮した工事を心掛ける
　・生物多様性取組や地域コミュニケーションも大切にする

全体
美知メセナ活動以外にも、工事現場周
辺の清掃や清掃活動にも参加している

二酸化炭素排出量削
減

灯油消費量の削
減
（単位：L)

総務部

工務部

現場への乗り合わせ、エコドライブは意
識的に出来ているが、工事の量と内容
により、変動する

リサイクル可能な限り再資源へ
また、再生品の利用促進もしている

年度

電力消費量の削
減
（KWh）

目標

雨水、川の水を利用し、節水は出来てい
る。今後も継続的に節水意識向上する

水使用量削減

ガソリン消費量
の削減
（単位：L)

工務部

地域環境保全活動の
推進

地域の美化活動
等に参加

環境に配慮した工法を取り入れている

工務部
総務部

環境に配慮した工法
低燃費、低騒
音・低振動型の
建設機械の使用

水道水の削減

リサイクル率向
上
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7

　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの

違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

廃棄物処理法
適正処理
遵守

建設リサイクル法
適正処理
遵守

大気汚染防止法 遵守

水質汚濁防止法
遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

8 代表者による全体の評価と見直し・指示

豊栄建設株式会社　代表取締役　森　善和令和5年7月1日

建設工事公衆災害防止
対策要鋼

地盤沈下、電波障害、粉塵対策

建設機械に関する
技術指針

低騒音型・低振動型建
設機械の指定に関する

規程

国等の公共事業への排ガス対策型建設機械の使用義務

国等の建設工事における建設機械の型式指定

エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機リサイクル料金負担

第1種特定製品の介意移転兼

自動車リサイクル法

家電リサイクル法

フロン排出抑制法

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守振動規制法

建設副産物の管理、排出

騒音規制法

対象特定工事の届出、規制値の遵守、特定粉じん作業

事故時の報告

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法規制等の名称

昨年に引続き､意識的に環境への配慮に心がけてきました。会社付近の空地の除草・花の種をまき、花壇にした
り、植樹等を行い地域の方とのコミュニケーション及び生物多様性への取り組みを積極的に行っている。また、降
雪時には融雪に、夏の猛暑日は打水に川水を利用し、雨水も散水用に貯めて利用している。川水を利用した池は
憩いの場兼防火水槽にもなっている。
従業員全体的に環境への配慮及び防災の意識が向上している。
業務内容としては､工事現場での、環境に配慮した施工を心掛けている。
ゴミの分別、リサイクル、再生資材の利用を促進している。
防災訓練参加や、現場近辺のゴミ拾い等社員一人ひとりが環境に配慮し意識的に取組みは出来ており､これから
も継続的に法順守し、ゴミの分別やリサイクルを徹底し、再生資源の利用等グリーン購入も推進し環境へより優しい
経営に取り組んでいきたい。
取組には問題はなく、環境経営方針、環境経営目標・計画、実施体制の変更は必要としない。

自動車の長期間使用、登録取引業者への引渡し

該当する要求事項
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9 取り組み事例

「しが生物多様性取組認証制度について」

□　環境配慮施工
●付着抑制型乳剤の施工
アスファルト舗装工事に
従来から使用されているタックコート（アスファルト乳剤）は、タイヤなどに付着しやすく、
舗装面からはがれてしまうことがあると共に、施工車両のタイヤに付着したアスファルト分が周辺道路を
汚していました。これらを予防するため、タックコート本来の層間接着力を保持しつつ
タイヤ等への付着（ベタツキ）を大幅に低減させることを可能にし、かつ周辺環境に配慮した
新しい改質アスファルト乳剤「タックファイン」を使用しています。

●ウォーターリサイクル工法の施工
舗装版切断の際に発生する汚泥処理方法として、ウォーターリサイクルシステムの利用
冷却水に使用した水を回収・再利用する事を可能にした
冷却水は泥土（ノロ）として回収し、ろ過・㏗処理・固化処理を施す事により水分と固形分に分離します。
水分は冷却水として再利用し、固形分はセメント材料等の資源として再利用する事が出来ます。
これまで用水路・雨水溝・若しくは下水等に放流、垂れ流しされ環境破壊の一因となっていた
泥土を、安全・確実に現場にて処理する　NETIS登録機を使用

●ナイダストの使用
粉塵抑制型セメント

●工事現場周辺の美化清掃活動も積極的に実施

□　当社の取り組んできた生物多様性保全に関する取組が「2020 年度しが生物多様性取組認証制度の
　　認証者」に認証されました。

「しが生物多様性取組認証制度」は、事業者が行う生物多
様性保全に関する取組を、取組項目数に応 じて１つ星～
３つ星で知事が認証するものです。 これにより、滋賀の豊
かな生物多様性を次世代に引き継ぐとともに、自然資源を
持続可能な形で利用し ている事業者の取組を応援し、さら
にその取組の輪を広げていくことを目指します。
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